
災害の無い一年を願って──

佐渡市消防出初式
　１月12日㈰、佐和田地区を会場に新春恒例の「佐渡市消防出初式」が
行われました。（佐和田海水浴場での一斉放水の様子）
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佐渡市消防団
　平成22年４月１日に中央消防団・両津消防団・
相川消防団・南佐渡消防団が統合し、佐渡市消
防団が発足しました。現在、佐渡市消防団本部の
下に、４つの方面隊を配置しています。
　佐渡市消防団では団員を募集しています。詳し
くは、消防本部（☎51-0119）までお問い合わせ
ください。
○�中央方面隊（管轄：佐和田・金井・新穂・畑野・

真野地区）
　　553 人、５中隊、６分団（34 部）、
　　方面隊長１人
○両津方面隊（管轄：両津地区）
　　686 人、３中隊、９分団（32 部）、
　　方面隊長１人
○相川方面隊（管轄：相川地区）
　　348 人、２中隊、５分団（27 部）、
　　方面隊長１人
○�南佐渡方面隊（管轄：小木・羽茂・赤泊地区）
　　423 人、３中隊、９分団（35 部）、
　　方面隊長１人
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　島内 10 か市町村の合併により誕生した佐渡市が、本年３月１日に市制施行 10 周年を迎えます。
　この記念すべき節目の年をすべての市民の皆さまとともにお祝いし、未来に向けての新たな出発点とす
るため、記念事業を行います。

記念式典
日　時／平成 26 年３月１日㈯　午後２時 30 分から５時まで（午後１時 30 分開場）
会　場／アミューズメント佐渡　大ホール（佐渡市中原 234 －１）
内　容／○オープニングセレモニー　合併 10 年の歩み、記念演奏（佐渡高等学校吹奏楽部）
　　　　○来賓祝辞、佐渡市ほう賞・合併功労者表彰、記念公演（鼓童）
※記念式典には、どなたでも参加できます。

協賛事業
　市民が広く参加するイベント等を協賛事業として承認し、市から支援を行います。
対 象 者　佐渡市内に住所を有する個人、佐渡市内に活動の拠点を置く団体・企業等
対象事業
　・ 平成 26 年３月１日から平成 27 年３月 31 日までに実施する事業
　・ 10 周年記念にふさわしい事業で、名称には「佐渡市市制施行 10 周年記念」を付すること。
　・ 市民または来訪者を対象とする事業で、公益性があること。

※ 法令または公序良俗に反する事業は、対象としない。
※ 特定の政治・思想・宗教等の活動に利用されるおそれのある事業は、対象としない。
※ 特定の個人等の営利または宣伝のみを目的とする事業は、対象としない。

支援内容（※事前申請が必要です。）

　・ 市広報媒体への掲載
　・ 補助金（ 補助対象経費の３分の１以内とし、50 万円を限度とします。詳しくはご相談ください。）
お問い合わせ　市役所総務課　庶務係　☎６３－３１１１

平成26年３月１日
佐渡市は市制施行10周年を迎えます

記念事業の 
お知らせ

緊急情報伝達システム事業のご案内
　市では、ケーブルテレビ回線を活用して、各世帯に地震や災害の緊
急情報等を受信できる戸別受信機を設置する「緊急情報伝達システム
事業」を実施しています。
　まだ、お申し込みがお済みでない方は、市役所総務課、各支所およ
び行政サービスセンターに備え付けの申込用紙に必要事項を記載の上、
提出してください。
　・１台分の機器代、標準工事代は無料です（モール等の特別材料をご希望の場合は、経費がかかります）。
　・ 使用料は無料です（月々の電気料は自己負担となります）。
　平成25年９月末日までに申し込まれた方については、順次工事を実施しています（ケーブルテレ
ビにご加入でない世帯については、ケーブルの引込工事を要するため、時間がかかる場合があります）。
　また、これからお申し込みの場合は、機器手配の関係上、平成26年４月以降の工事になります。

設置された戸別受信機の通信障害や故障等については
コールセンター０２５－２７１－２７００（年中無休）にお電話ください。

お問い合わせ　市役所総務課防災危機管理室　危機管理係　☎６３－５１３５
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◆納付期限と振替納税の利用について
　確定申告による「所得税及び復興特別所得税」、「消費税及び地方消費税」の納期限及び振替日は、次の
とおりです。

所得税及び復興特別所得税 消費税及び地方消費税

納期限 平成 26 年３月 17 日㈪ 平成 26 年３月 31 日㈪

振替日 平成 26 年４月 22 日㈫ 平成 26 年４月 24 日㈭

　現金で納付される場合は、納期限までに現金に納付書を添えて、お近くの金融機関（日
本銀行歳入代理店）又は住所地等の所轄税務署の納税窓口で納付してください。
　また、ｅ－Ｔａｘを利用すれば自宅や事務所などからインターネット等を利用して電

子納税することができます。
　その他、振替納税は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を提出していただくだけで、ご指定
の預貯金口座から振替日に自動的に納税が行われます。納税のために金融機関又は税務署に出向く必要も
なく、預貯金残高を確認しておくだけで納付手続を済ませることができる、大変便利で確実な納付方法で
すので、ぜひご利用ください。

　事業者の皆さまへ

～「領収証」等に係る印紙税の非課税範囲が拡大されました～
　事業者の皆さまが作成する領収証やレシートなどの「金銭又は有価証券の受取書」に係る印紙税につい
ては、平成26年４月１日以降に受取金額が５万円未満のものについて非課税となります（現在は、記載
された金額が３万円未満のものが非課税です。）。
　平成 26 年４月１日以降、領収証等を作成する際には、受取金額を確認の上、納付する印紙税額に誤り
のないようご注意ください。

「金銭又は有価証券の受取書」に係る印紙税の非課税範囲

現行 ３万円未満

平成26年４月１日以降 ５万円未満

注 印紙税の納付の必要がない文書に誤って収入印紙を貼ったような場合には、
所轄税務署長に過誤納事実の確認を受けることにより印紙税の還付を受け
ることができます。

　「領収証」等を取引の相手方に交付している場合でも、過誤
納事実の確認を受けるには、過誤納となった文書の原本を提示
する必要がありますので、収入印紙を貼る際は誤りのないよう十分ご注意ください。
・ 税に関する情報は国税庁ホームページ (www.nta.go.jp) へ
・ ｅ－Ｔａｘに関する情報はｅ－Ｔａｘホームページ (www.e-tax.nta.go.jp) へ
・  ｅ－Ｔａｘの操作に関するお問い合わせはｅ－Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク ( ☎ ０５７０－０１

－５９０１) へ
・  ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスクは月曜日から金曜日（祝日等を除く。）の９時から 17 時までご

利用いただけます（ご利用可能時間については、今後変更する場合もありますので、事前にｅ－Ｔａｘホー
ムページでご確認ください。）。

○○○○○○

¥65,000

平成26 4 5

320

○○○○○会社○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

平成26年4月1日からは5万円未満は
非課税になります
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　平成 25 年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告の相談及び申告書の受付は、平成 26 年２月 17 日
㈪から３月 17 日㈪までです。佐渡税務署では次のとおり申告相談会場を開設いたしますので、お早めの
準備をお願いします。

申告相談会場 アミューズメント佐渡　１階　はまなすホール

受付時間 午前９時～午後４時

　※ 土・日は申告相談を行っておりません。
　※  申告相談会場は、申告期限間近になりますと大変混雑し、長時間お待ちいただくことがあります。申告書はできるだけご自分で

作成し、お早めに提出してください。なお、申告書は郵便や信書便による送付で提出することもできます。

◆国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください
　「確定申告書等作成コーナー」は、画面の案内に従って、金額等を入力すれば税額などが自動計算され、
消費税及び地方消費税の申告書や所得税及び復興特別所得税の申告書などを作成できる便利なシステムで
す。
　また、作成したデータは、印刷して書面で提出できるほか、「ｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）」
を利用してインターネットで自宅や事務所などから送信することができますので、申告書の作成には、ぜひ、

「確定申告書等作成コーナー」をご利用ください。

◆個人事業者の方の消費税及び地方消費税の確定申告について
　消費税の課税事業者に該当する個人事業者の方は、平成 26 年３月 31 日㈪までに、平成 25 年分の「消
費税及び地方消費税の確定申告書」を作成して所轄の税務署に提出するとともに、その消費税額及び地方
消費税額を納付してください。
【平成25年分において課税事業者となる個人事業者の方】

① 平成 23 年分の課税売上高が１千万円を超える事業者
② 平成 23 年分の課税売上高が１千万円以下の事業者で、平成 24 年 12 月末までに「消費税課税事業
者選択届出書」を提出している事業者
③  ①、②に該当しない場合で、平成 24 年１月１日から平成 24 年６月 30 日までの期間（特定期間）

の課税売上高が１千万円を超える事業者
　なお、特定期間における１千万円の判定は、課税売上高に代えて、給与等支払額の合計額によること
もできます。
(注) 事業の用に供していた建物や機械などの譲渡収入も、課税売上高に含まれます。

【申告に当たっての留意点】
○  課税事業者となる方は、平成 25 年分（課税期間）の課税売上高が 1 千万円以下であっても、平成 25

年分の消費税及び地方消費税の申告・納付が必要です。
○  平成 23 年分の課税売上高が５千万円以下で、平成 24 年 12 月末までに「消費税簡易課税制度選択届出

書」を提出している課税事業者の方は、「消費税及び地方消費税の確定申告書（簡易課税用）」を提出し
てください。

○  簡易課税制度を選択していない課税事業者又は簡易課税制度を選択していても平成 23 年分の課税売上
高が５千万円を超える課税事業者の方は、「消費税及び地方消費税の確定申告書（一般用）」を提出して
ください。

○  消費税及び地方消費税の確定申告書には、課税期間中の課税売上げの額及び課税仕入れ等の税額の明細
等を記載した書類（付表）を添付する必要があります。

◆ 一般用………「付表２」を添付してください。◆ 簡易課税用………「付表５」を添付してください。
○  還付税額のある申告書を提出される方は、「消費税の還付申告に関する明細書（個人事業者用）」を添付

する必要があります。

税 務 署 か ら の お 知 ら せ
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◆申告に必要なもの
○ 印鑑
○ 源泉徴収票の原本（年金、給与）
※  確定申告書に添付しますので、必ず原本をお持ちください。別の用途で必要な方は事前

にコピーをしてお持ちください。

○ 収支内訳書（農業、営業、小作などの事業所得のある方）
○ 支払調書（配当所得、一時所得、雑所得のある方）
○  控除を受けるための証明書など（医療費の領収書／生命保険料（一般

の生命保険・個人年金・介護医療保険）・地震保険料（地震保険・旧長
期損害保険）の証明書／国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療
保険料の納付額証明書／国民年金の支払証明書など）

○ 口座番号がわかるもの（所得税の還付申告をされる方）
○ 税務署から確定申告書・おしらせハガキ等が届いた方はその書類

★常設申告相談会場
　受付期間　　２月 17 日㈪～３月 17 日㈪（土・日を除く。）
　受付時間　　午前９時～正午／午後１時～４時

地　　区 会　　場

全地区（国中地区統一会場） アミューズメント佐渡　　１階　はまなすホール

両　　津 佐渡島開発総合センター　２階　会議室

相　　川 市役所相川支所　　　　　２階　第１応接室

　※作成済みの申告書の受付は、期間中常時行っています。
　※期間中、各会場は大変混雑しますので、時間に余裕をもってお越しください。

★臨時申告相談会場
　受付時間　　午前９時～正午／午後１時～４時

地区 会　　場 期　　間（土・日を除く）

新穂 トキのむら元気館　　　　　１階　第２・３会議室 ２月１７日㈪～２月２１日㈮

畑野 畑野行政サービスセンター　３階　大会議室 ２月２４日㈪～２月２８日㈮

真野 真野行政サービスセンター　３階　大会議室 ３月　３日㈪～３月　７日㈮

金井 市役所本庁　会議室棟　　　１階　第２会議室 ３月１０日㈪～３月１７日㈪

赤泊 赤泊総合文化会館　　　　　２階　第２会議室 ２月１７日㈪～２月２４日㈪

小木 小木地区公民館　　　　　　１階　第２会議室 ２月２５日㈫～３月　４日㈫

羽茂 市役所羽茂支所　　　　　　３階　第２会議室 ３月　５日㈬～３月１７日㈪

　※上記受付期間外は、申告相談ができませんのでご注意ください。
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▏▍市・県民税、所得税　申告相談のお知らせ ▍▏
市役所税務課　市民税係　☎６３－５１１０　

◆申告時の注意

●生命保険料控除について
　平成 24 年分から、一般の生命保険料と個人年金
のほか介護医療保険料が加えられ、３種類の保険
料が控除対象となりました。
　保険料の控除証明書をご覧になり、介護医療保
険料の金額の記載のある場合には忘れずにお持ち
ください。（もちろん一般の生命保険料と個人年金
も必要ですので合わせてお持ちください。）

●年少扶養控除について
　平成 23 年分から、年齢が 16 歳未満の方に対す
る扶養控除が廃止されましたが、市・県民税の非
課税限度額を計算する際の扶養親族には含まれま
すので、漏れなく申告してください。

●確定申告書の様式が新しくなりました
　右端に「平成 25 年分以降用」と書かれた申告書
を使用してください。また、源泉徴収票や保険料
控除関係証明書などの添付書類は、専用の添付書
類台紙に貼ってください。

●国民健康保険に加入されている方
　国民健康保険加入者とその世帯主は、収入の有
無、多少に関わらず、前年中の所得の申告が必要
です。申告をしないと、所得が不明とみなされ、
保険税の本算定や軽減判定、高額療養費の自己負
担限度額に影響する場合がありますので、忘れず
に申告をお願いします。
　収入（所得）が少ないため家族に扶養されてい
る方、収入（所得）がゼロまたは少額で所得税、市・
県民税ともにかからない方、遺族年金や障害年金
などの非課税収入のみの方でも、ゼロである、も
しくは少額である旨の申告が必要です。
　なお、所得税が生じない方については、確定申
告期限（３月 17 日）後であっても市役所窓口で申
告の受付ができます。明らかに収入（所得）がゼ
ロの方であれば、確定申告期限後に窓口に来てい
ただいても結構です。
　ただし、確定申告期限後の申告相談により計算

の結果所得税の納税が必要となった場合は、市役
所窓口ではお受けできませんので佐渡税務署へ
行っていただくことになります。また、延滞税の
対象となる可能性がありますのでご注意願います。

●年金受給者の方へ
　平成 23 年分から、公的年金の収入金額の合計額
が 400 万円以下で、それ以外の所得が 20 万円以
下の場合、確定申告書の提出は不要となりました。
　しかし、市・県民税の場合は、公的年金の合計
額が 400 万円以下であってもそれ以外の所得があ
る場合には市・県民税申告が必要です。

①�年金以外の所得があるため�
市・県民税申告が必要な場合

・  年金の他に５万円の小作料による不動産所得
があった。

・  年金の他に 14 万円の農業所得と５万円の不
動産所得があった。

　上記のような場合、年金以外の所得が 20 万
円以下のため確定申告は不要ですが、市・県民
税申告は必要です。

②�控除を受けるため市・県民税申告が�
必要な場合

・  生命保険料や地震保険料控除の証明書を持っ
ている。

・ 国民年金保険料を支払っている。
・  国民健康保険料、介護保険料および後期高齢

者医療保険料が年金天引きでなく自分で支払
いしている。

・ 毎年医療費控除を受けていた。
・ 寡婦（夫）控除を受けていた方。
・  年金の扶養親族等報告書で扶養を報告してお

らず、確定申告等で扶養を取っていた方。

　このような方は、申告がないと控除を受けられ
ません。確定申告は不要でも市・県民税申告で控
除を受けることによって、市・県民税が安くなる
場合があります。
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▍軽自動車・自動車の変更手続はお済みですか？
　他人に譲る、廃棄するなどして、現在所有していないバイクはありませんか。また、新しく購入したり
買い替えたりしたのに、まだ登録等の手続をしていない農耕用作業車はありませんか。
　軽自動車税・自動車税は、その年の４月１日現在の名義人に課税されます。
　車両の登録・廃車・名義変更等は、車両の種類別に以下の窓口での手続となります。

車両の種類 登録・変更・廃車手続きの窓口
原動機付自転車（125cc 以下）
小型特殊自動車（農耕用作業車等）

佐渡市役所　税務課　☎６３－５１１０
または、各支所・行政サービスセンター税務窓口

二輪の軽自動車（125㏄超 250㏄以下）
全国軽自動車協会連合会　新潟県事務取扱所

（新潟市東区紫竹卸新町 1927 番地 16）
　☎０２５－２７５－５７０４

三輪・四輪の軽自動車
軽自動車検査協会　新潟主管事務所

（新潟市東区紫竹卸新町 1927 番地 12）
　☎０２５－２７５－５８４５

二輪の小型自動車（250㏄超）・普通自動車
北陸信越運輸局　新潟運輸支局

（新潟市中央区東出来島 14 番 26 号）
　☎０５０－５５４０－２０４０

○ 公道を走行しない（工場内や田畑でしか使用しない）車両でも、課税されます。
○ 現在使用していない車両でも、所有していれば課税されます。
○  例年、廃車・名義変更等の手続が済んでいないことによるトラブルが多く発生しています。手続をして

いないと、継続して税金がかかります。手続を業者に代行してもらうときは、手続が完了したかどうか
を代行業者に確認してください。また、解体業者へ車両の解体を依頼したときは、忘れずにそれぞれの
窓口で廃車の手続をしてください。

○ 住所が変わったら「変更登録」を行わないと納税通知書が届かない場合があります。
○   身体障がい者等の減免において、４月１日現在、必要な条件が満たされていないと減免を受けられません。
お問い合わせ
○軽自動車税に関すること　市役所税務課　市民税係（本庁舎１階）　　　　　　　　 ☎６３－５１１０
○自動車税に関すること　　佐渡地域振興局県税部収税課（相川二町目浜町 20 －１）☎７４－３３１０

▍平成２６年度から個人市・県民税の均等割が引き上げになります
　　市役所税務課　市民税係　☎６３－５１１０
　東日本大震災を受け、全国の地方公共団体で行われる緊急防災・減災事業の財源を確保するために制定さ
れた地方税の臨時特例法で、個人市民税および県民税の均等割の標準税率を平成 26 年度から 10 年間に限り
引き上げることとされました。
　このことを受け、佐渡市および新潟県においても防災のための施策の財源を確保するため、臨時の措置として、
平成 26 年度から平成 35 年度までの間において個人市民税および県民税の均等割が引き上げになります。
均等割の税率

現行（平成25年度まで） 改正後（平成26年度から平成35年度）
個人市民税 ３，０００円 ３，５００円
個人県民税 １，０００円 １，５００円
合　　　計 ４，０００円 ５，０００円

※個人市・県民税が非課税の方は、引き上げによる影響はありません。
使途について
　佐渡市では、市民税均等割の引き上げによる増収分については、佐渡市の安心安全対策として整備した
緊急情報伝達システム事業の整備費償還金の財源として活用させていただきます。
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ひとり親家庭等を支援する２つの制度をご紹介します
お問い合わせ　市役所社会福祉課　子育て支援室　子育て支援係　☎６３－５１１３

　児童扶養手当　
　離婚・死亡などの理由により、父子家庭や母子
家庭の児童について手当を支給する制度です。そ
の目的はひとり親世帯等の生活の安定と自立を促
進することにあります。

◆どのような方が手当を受けられるのですか？
　次のいずれかに該当する児童を養育する父、母
または養育者で、所得制限などの一定の条件を満
たしている方

・ 父母が婚姻を解消した児童
・ 父または母が死亡した児童
・ 父または母が重度の障がい者である児童
・ 父または母の生死が明らかでない児童
・ 母が未婚で出生した児童
・  父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を

受けた児童
・  父または母から引き続き１年以上遺棄され

ている児童
・ 父・母ともに不明である児童（孤児など）

　ひとり親家庭等医療費助成　
　ひとり親家庭等に対し、医療費の本人負担分の
一部を助成する制度です。

◆どのような方が助成されるのですか？
　・ 母子家庭の母または父子家庭の父と児童
　・ 父母のいない児童を養育している方と児童
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
　ただし、このような児童を養育していても、所
得制限などの一定の条件が満たされていなければ、
助成要件には該当しません。

※ 児童とは…18 歳になった、最初の３月 31 日
までの児童が対象となります。（一定の障が
いの状態にある児童の場合は 20 歳の誕生日
の前日まで）

◆制度を受ける為にはどうしたらいいのですか？
　どちらの制度もご本人からの申請が必要となり
ますので、詳しくは市役所社会福祉課子育て支援
室子育て支援係、または、各支所市民課・行政サー
ビスセンターへお問い合わせください。

「ものわすれあんしん相談」と「ほのぼのカフェ」のお知らせ
～来てあんしん、聞いてあんしん、話してあんしん～
お問い合わせ　市役所高齢福祉課　介護保険係　☎６３－３７９０

　ものわすれあんしん相談　
　「ものわすれのことってどこへ聞いたらいいんだ
ろう？」等と感じた事はありませんか？
　地域包括支援センター職員、看護師、認知症地
域支援推進員が個別にお話を伺いますので、気軽
にご相談ください。

日程と会場

２月13日㈭ 両津しゃくなげ

２月14日㈮ ワイドブルーあいかわ

２月18日㈫ 小木福祉保健センターつくし

時　間　　午後 1 時 30 分～ 4 時
※ご本人だけでなく、ご家族からの相談も可能です。

　ほのぼのカフェ　
　お互いに情報交換しながら、悩みの解決や交流
等に繋げられる場です。コーヒー等を飲みながら、
どなたでも気軽に立ち寄れる場です。
　一度足を運んでみませんか！

日時と会場

２月14日㈮ 午後１時30分
～４時

ワイドブルー
あいかわ

２月18日㈫ 午後１時30分
～４時

小木福祉保健
センターつくし

２月19日㈬ 午前10時
～正午

両津
地域の茶の間
ひまわり
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能登空港では、
開港後一度も
保証料を支払った
ことがないんだ。

新石垣空港では、
コウモリや
ハナサキガエルなどと
共生しながら空港整備
したんですね。

◆市役所交通政策課　☎６３－３１８４

　今回は、空港先進地事例として能登空港と新石垣空港の整備・利用状況についてご紹介します。

空港名 能登空港（石川県） 新石垣空港（沖縄県）
滑走路 2,000 ｍ× 45 ｍ 2,000 ｍ× 45 ｍ
総事業費 約 239 億円 約 451 億円
開港日 平成 15 年７月７日 平成 25 年３月７日

国内路線（※） 羽田
羽田、成田、名古屋、関西、神戸、福岡、
那覇、宮古、与那国

特徴

・空港ターミナルビルと行政機関等を合築
・搭乗率保証制度の導入（全国初）
　 地元が航空会社に対し一定の搭乗率を保

証（目標搭乗率以下の場合、保証料を支
払う）

・空港を地域住民が集う交流拠点に
　毎週土日にイベント開催

・ 天然記念物や希少種などの動植物の保全
対策

・ 空港ターミナルビル内は、ヤシの植栽や
特産品販売など南国ムードを演出

・ 愛称は「みなみのしま」を表す「南ぬ島（ぱ
いぬしま）石垣空港」としてＰＲ

事業実績お
よび
効果

・ 開港後 10 年目の利用状況 
（Ｈ 24. ７. ７～Ｈ 25. ７. ６）
　利用者数　15 万人
　搭乗率　　63.2％
・経済波及効果　年間 41 億円

・ 開港後２か月の乗客数は約６万３千人の
増（開港前の 1.2 倍）　取扱貨物量は 98
トンの増（開港前の 1.03 倍）

・経済波及効果　総額 1,044 億円

※季節運行路線を含む

新 佐渡空港の実現に向けて⑤

平スキー場　市民無料感謝デー
　今年も市民無料感謝デーを開催します。佐渡スキー学校の講師によるスキー・スノーボード教室もあり
ますので、初心者の方もお気軽にお越しください！
日時　３月９日㈰　午前９時～午後３時 30 分　　　会場　平スキー場（☎ 63-4050）
主催　佐渡スキー協会　　　共催　佐渡市教育委員会　　　後援　新潟交通佐渡㈱
リフト利用・貸しスキー・貸しスノーボード・スキー教室・スノーボード教室無料
先着 150 人の方に豚汁サービス！

無料送迎バスを運行します（定員90人）
　乗車を希望する方は事前にお申し込みください（先着順）。また、乗車希望者で、スキー・スノーボー
ドのレンタルを希望される方は、バス申込時にレンタル希望者の身長・靴のサイズをお聞かせください。
スキー教室・スノーボード教室を希望される方も、あわせてお聞かせください。
行　き　金井コミュニティセンター前　午前８時 40 分発
　　　　※午前８時30分までに集合してください。定時に集合していない場合は乗車できませんので、ご注意ください。
帰　り　平スキー場駐車場　午後３時 30 分発
申込期間　２月 17 日㈪～２月 24 日㈪（土・日を除く）
　　　　　※午前８時30分から午後５時までの受付になります。定員になり次第締め切ります。

お問い合わせ・送迎バス申込み　教育委員会社会教育課社会体育係（両津支所内）☎２７－４１８５
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独身男女限定 参加者募集中!! 「Ｃａｆｅ Ｓｗｅｅｔｓ♥Ｐａｒｔｙ」
～和モダンＣａｆｅでほっとなひととき♥美味しいスイーツ＆出逢いを楽しみましょう～

　毎年大人気の “ スイーツ　パーティー ” です。スイーツビュッフェをはじめ、チョコレートファウンテン、
ケーキ、ドーナッツのデコレーションも楽しめます。
　ゆったりとした時間とご褒美スイーツで自然な出逢いを演出します。お友達を誘って気軽にご参加くだ
さい !!（※当日はアルコールの提供はありません。）

日　時
３月 23 日㈰　午後３時～６時
男性受付：午後２時 30 分～、女性受付：午後２時 15 分～

（女性のみ午後２時 30 分から事前オリエンテーションを行います。）

会　場 佐渡ホットステーション「えんや」（佐渡市豊田 50 番地）

参加費 男性：6,000 円、女性：1,000 円（当日会場でお支払ください）

定　員 男性 15 人（おおむね 25 歳～ 45 歳位）、女性 15 人（フリー）
※応募多数の場合は抽選となります。

お申し込み　下記のいずれかにお申し込みください。
　○市役所地域振興課　地域振興係　☎６３－４１５２、ＦＡＸ６３－５１２５
　　（受付時間：平日・午前９時～午後５時）
　○㈱アクセス・ネットワーク　　☎０１２０－９２３－００７
　　（受付時間：平日・午後１時～午後 10 時、土日祝・正午～午後 10 時、火曜定休日）
　お申し込みの際に、①氏名、②住所、③電話番号、④年齢をお知らせください。
申込期限／３月６日㈭　午後５時まで
主 　 催／佐渡市　　　企画、運営／㈱アクセス・ネットワーク（http://www.ec-access.com/）

男性対象事前セミナー「幸せのヒント・短期集中アドバイス」
　男性のみ、事前セミナーがあります。（事前セミナーを受講してから、イベント参加となります）
日　時／３月 14 日㈮　午後７時～９時
場　所／金井コミュニティセンター　２階　大会議室
講　師／㈱アクセス・ネットワーク　アドバイザー
内　容／イベントタイムスケジュール、本番でご自身の個性と魅力を発揮するために、
　　　　当日服装・第一印象についての個別アドバイス、参加者間のコミュニケーションなど

　㈶自治総合センターは、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図り、
地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与することを目的に、宝く
じの社会貢献広報事業としてコミュニティ助成事業を実施しています。

　真野新町の「たかみ獅子若衆連」では、
自治宝くじの助成金であるコミュニティ助
成事業の助成を受けて、コミュニティ活動
備品（たかみ獅子胴体かや、収納箱）を整
備しました。
◆お問い合わせ　市役所地域振興課
　地域振興係　☎６３－４１５２
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平成25年度　佐渡市優良工事・優秀技術者表彰
　市が発注する建設工事では、施工管理や工事内容を評価する制度（工事成績評定）が設けられています。
この制度に基づき、特に優秀な工事と認められた工事を施工された企業に「優良工事表彰」が、またその
優良工事を担当した技術者に「優秀技術者表彰」が授与されました。

優良工事（３件）
○共栄建設工業株式会社�
　特環公共下水　汚水管渠布設工事（赤泊 48）
○株式会社　堂谷組�
　春日地区小規模急傾斜地崩壊防止工事
○株式会社　新潟日立　佐渡営業所�
　金井地区小学校校舎建設（機械設備）工事

優秀技術者（３名）（敬称略）
○向田　浩章（共栄建設工業株式会社）
○矢田　正之（株式会社 堂谷組）
○丸山　栄春（株式会社 新潟日立 佐渡営業所）

タクシーに電気自動車を島内初導入！
　相川タクシー（有限会社中川商会）に電気自動車が導
入されました。
　タクシー部門での電気自動車の導入は島内初めてのこ
とですので、使用感等をお聞きしました。
○導入して良かったこと

　まず、一番のポイントは、今まで気になっていた排
ガスの汚れを今後は気にしなくてもよいことです。コ
スト面でも燃料費の削減効果が見込まれますのでうれ
しいところです。

○利用された方に感想を聞いてみました
　高齢者の方で通院するのに利用する方ですが、エン
ジン音が静かで、早朝、夜に騒音の心配がなくてよい
とのこと。両津港への利用の際、明るいイメージからか「乗ってみたい」と言われる方が多かったそうです。
運転手にとっては坂道もスイスイ走る、燃料補給の手間がいらないなど好評のようです。逆に、暖房使
用時に走行距離が落ちるため暖房を抑えているので少し寒いという意見や、荷物を載せるスペースがも
う少しあったらいいという意見もありました。

○こうあったらいいなと思うこと
　配色など今までのタクシーと違い柔らかいイメージですので、地元に愛されるものを目指していきた
いと思います。
　近距離の利用は問題ないのですが、場合によっては途中で充電が必要となります。島内の主要な観光
地などに充電設備の普及が進んでくれれば良いと思います。

◆佐渡市は、自然環境への負荷を低減し、省エネに貢献する電気自動車の普及促進に努めています。
お問い合わせ　市役所環境対策課　環境企画係　☎６３－３１１３

手前左から、共栄建設工業株式会社、甲斐市長、株式会社 堂谷組、株
式会社 新潟日立 佐渡営業所
奥左から、向田さん（共栄建設工業株式会社）、丸山さん（株式会社　
新潟日立　佐渡営業所）
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佐渡に学ぶ　芸能・学習発表会が行われました
　１月 19 日㈰、アミューズメント佐渡で「佐渡に学ぶ　芸能・学習発表会」が行われました。
　少子高齢化が進み、佐渡固有の伝統文化や芸能の保存・継承が大きな課題となるなかで、子どもたち
が日ごろ学んでいる佐渡の自然・歴史・文化を通して、佐渡を愛し、佐渡のよさを発信していくことを
目的に開催されました。
　当日は、市内の幼稚園、小・中・高校が出演し、郷土芸能や総合学習の成果を発表しました。
第１部　郷土芸能部門
　あいかわ幼稚園・さわた幼稚園　民謡「佐渡おけさ」
　七浦小学校　民謡クラブ　民謡「七浦甚句」
　小木小学校　　　　民謡「佐渡おけさ」「両津甚句」「小木おけさ」
　畑野中学校　　　　民謡「三ツ拍子〈伊勢道中記〉」
　佐渡中等教育学校　仕舞「羽衣キリ」「鶴亀」
　佐渡高等学校　　　仕舞「猩々（しょうじょう）」「黒塚」
　羽茂高等学校　　　「佐渡民謡～芸能と文化の島より～」
第２部　学習発表部門
　加茂小学校（３年） ミニ夕づる集会～民話を伝えよう～
　金井小学校（５年） ぼくらの田んぼと生物多様性
　高千中学校 発見！高千・外海府地区からはじまる
 佐渡今昔物語
　金井中学校（１年） 地域文化体験学習

《若者のための就職フェア》合同企業説明会
　今春大学等卒業予定の方および 44 歳以下の若年求職者の就職活動を支援し、県内企業の人材確保の促
進を図るため、合同企業説明会が開催されます。

日　時 ２月 25 日㈫　午後１時～４時 30 分
会　場 朱鷺メッセ　２階メインホール
 （新潟市中央区万代島６－１）
対象者  44 歳以下の求職者、平成 26 年３月に大

学・短大・高専・専門学校・テクノスクー
ル卒業予定者

内　容
①企業の１分間ＰＲ

　合同企業説明会前に、参加企業が参加者に向
けて１分間の企業ＰＲを行います。
時間 午後１時～１時 45 分
 （午後０時 30 分受付開始）
会場 ２階　中会議室 201
※先着 200 人、参加費無料

②合同企業説明会
参加企業　72 社（予定）
※ 参加企業は「にいがたジョブカフェ」ホームページに掲載し

ています。
時間　午後２時～４時 30 分
　　　（午後１時 30 分受付開始）
会場　２階メインホール
　　　申込不要、入退室自由
主　催　新潟県、新潟労働局・ハローワーク
お問い合わせ　（一社）新潟県経営者協会
　にいがたジョブカフェ事業
　☎０２５－２０１－５１４０（直通）

羽茂高等学校

加茂小学校

愛犬家の
皆さまへ 東北電力からのお願い

　電気メーターの検針時、犬にかまれる災害が
発生しています。
　冬場に飼い犬のつなぎ場所を変える場合は、
安全確保のため、以下のことについて、ご協力
をお願いします。
○飼い犬には必ず引き綱をつけてください。
○ 検針時には、つなぎ場所を電気メーターや玄

関・ポスト付近から移動してください。
○ 定期的に、引き綱・鎖・首輪切れ、つなぎ個

所の点検をお願いします。
お問い合わせ　東北電力コールセンター
　☎０１２０－１７５－４６６
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お
　
知
　
ら
　
せ

夜
間
の
相
談
窓
口「
に
い
が
た
妊
娠

テ
レ
フ
ォ
ン
～
ゆ
れ
る
あ
な
た
へ

～
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た

　

思
い
が
け
な
い
妊
娠
や
望
ま
な
い
妊
娠

等
、
妊
娠
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を

抱
え
込
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
夜
間
の

電
話
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
電
話
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

電
話
番
号

　

０
９
０
―
３
２
２
７
―
５
３
８
２

相
談
受
付
時
間

　

 

月
曜
日
～
土
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）

　

 

午
後
７
時
～
９
時
（
開
設
時
間
以
外
は

留
守
番
電
話
対
応
）

※ 

平
日
の
日
中
は
、
佐
渡
市
役
所
（
☎
63

―
３
１
１
５
）ま
た
は
、佐
渡
保
健
所（
☎

74
―
３
４
０
３
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相�

談
無
料　
た
だ
し
、
通
話
料
は
負
担
い

た
だ
き
ま
す
。

対�

象
者　
思
い
が
け
な
い
妊
娠
等
に
よ
る

悩
み
（「
産
も
う
か
ど
う
か
迷
っ
て
い

る
」「
産
ん
で
も
自
分
で
育
て
ら
れ
る

か
心
配
」
な
ど
）
を
抱
え
る
方

実�

施
主
体　

新
潟
県
（
公
益
社
団
法
人 

新
潟
県
助
産
師
会
に
委
託
）

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室

　

☎
63
―
３
１
１
５

２
月
は「
高
齢
者
見
守
り 

　
　
　
　
　

強
化
月
間
」で
す

　

こ
の
月
間
は
、
新
潟
県
が
独
自
に
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
、
高
齢
者
の
孤
立
死

や
虐
待
な
ど
の
防
止
を
目
的
に
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
２
月
と
９
月
を
高
齢
者
見

守
り
強
化
月
間
に
設
定
し
て
、
地
域
住
民

や
市
、
関
係
機
関
が
協
力
し
て
高
齢
者
を

見
守
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

市
で
も
年
々
高
齢
化
が
進
み
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
世
帯
が
増

加
し
て
い
る
中
、
孤
立
死
や
虐
待
な
ど
が

な
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
見
守
り
と
は
「
特
別
何
か
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
行
っ
て
い
る

「
あ
い
さ
つ
」
や
「
さ
り
げ
な
い
手
助
け
」

が
地
域
で
の
関
係
を
作
り
、
そ
れ
が
見
守

り
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
近
所
の
高
齢
者
を
最
近
見
か
け
な
い
」

な
ど
、
皆
さ
ん
が
「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い

な
」
と
感
じ
た
ら
、
お
近
く
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
、
支
所
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

☎
63
―
３
７
９
０

保
育
士
就
職
支
援
研
修
会
・

保
育
園
就
職
相
談
会

　

保
育
士
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
で
現
在

働
い
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
就
職
を
支

援
す
る
研
修
会
・
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

日
時　
３
月
５
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
2
階

　
　
　
（ 

新
潟
市
中
央
区
上
所
２
―
２
―

２
）

内
容

①
就
職
支
援
研
修

　
（
午
後
１
時
30
分
～
２
時
40
分
）

・
保
育
士
登
録
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て

・
最
近
の
保
育
事
情
に
つ
い
て

　

 　

保
育
士
不
足
の
状
況
、
保
育
士
１
日

の
勤
務
の
流
れ
、
保
育
所
保
育
指
針

・ 

保
育
士
の
求
人
、
求
職
の
状
況
に
つ
い

て②保
育
士
と
し
て
働
く
こ
と
へ
の
相
談
会

　
（
午
後
２
時
40
分
～
３
時
30
分
）

対
象
者

　

保
育
士
有
資
格
者
、
あ
る
い
は
資
格
取

得
見
込
み
の
方
で
未
就
業
者

参
加
費　
無
料

※
保
育
ル
ー
ム
あ
り（
要
予
約
）

申
込
締
切　
２
月
28
日
㈮

主
催　
新
潟
県
、
新
潟
県
保
育
連
盟

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
保
育
連
盟

　

☎
０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
３
９

　


０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
４
０

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

年会費500円 
新潟県交通災害共済

交通災害共済は、
全市町村で行う
助け合いの制度
です。

　お問い合わせは、佐渡市役所
総務課防災危機管理室（☎６３－
５１３５）まで
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出張 高価買取 いた
します！

トラクター・耕運機（ディーゼル）・船外機・バイク・重機

☆更に！鉄くず・
　　サビた鉄などは  

いたします！

例コンバイン・モーター・アルミサッシ・乾燥機・ボイラー・ホイール・草刈機・電気の線・動噴・
　チェーンソー・ワイヤー・ウインチ・脱穀機

㈱アクティーインターナショナル 佐渡営業所　担当　安達
お気軽にお電話ください！　☎0259‒66‒2695

出張 無料回収 
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お
　
知
　
ら
　
せ

「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員 

養
成
研
修
会（
初
級・佐
渡
）」を 

開
催
し
ま
す

　

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
お
よ
び
健

康
増
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
障
が
い
者
の

ス
ポ
ー
ツ
指
導
や
普
及
に
携
わ
る
有
資
格

指
導
者
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

主�

催　
新
潟
県
、
新
潟
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会

開�

催
日　
３
月
15
日
㈯
・
３
月
16
日
㈰
の

２
日
間

会
場　
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
講
資
格

・ 

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
、
満
18
歳

以
上
の
方

・ 

学
校
、
福
祉
施
設
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
施

設
等
に
お
い
て
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ

指
導
等
に
従
事
す
る
方

・ 

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
す

る
意
欲
の
あ
る
方

定�

員　
30
人
（
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
佐
渡
市
在
住
の
方
を

優
先
し
ま
す
。）

※ 

受
講
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
３
月
６
日

㈭
ま
で
に
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

申�

込
期
限　
３
月
１
日
㈯
午
後
５
時
30
分

必
着

　

所
定
の
申
込
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

市
役
所
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
（
☎

63
―
５
１
１
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

準
備
す
る
も
の
等

・ 

受
講
料
３
０
０
０
円
（
新
潟
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
協
会 

平
成
26
年
度
個
人
会

費
１
０
０
０
円
を
含
む
。
）

・
筆
記
用
具

・
運
動
着
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

・
昼
食

・ 

本
研
修
会
修
了
者
は
、
（
公
財
）
日
本

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
初
級
公
認

指
導
員
と
し
て
資
格
申
請
が
で
き
ま

す
。
資
格
申
請
に
は
８
５
０
０
円
（
認

定
・
申
請
料
５
０
０
０
円
、
年
会
費

３
５
０
０
円
）
の
別
途
負
担
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
（
３
月
16
日
に
申
請
手
続

き
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
）

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

☎
０
２
５
―
３
８
３
―
３
６
１
０

　

℻
０
２
５
―
３
８
１
―
１
４
７
８

　

〒
９
５
０
―
０
１
２
１

　

新
潟
市
江
南
区
亀
田
向
陽
１
―
９
―
１

　

新
潟
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
内

新
潟
県
新
潟
労
働
相
談
所 

　
　
「
ろ
う
ど
う
１
１
０
番
」

　

労
働
に
関
す
る
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

ろ
う
ど
う
１
１
０
番
☎
０
２
５
―
２
３
２

―
６
１
１
０
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
内
容

　

解
雇
、
退
職
、
雇
用
保
険
、
賃
金
な
ど

の
労
働
問
題
、
就
業
規
則
の
改
定
な
ど
の

労
使
関
係

相
談
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※ 

無
料
の
弁
護
士
相
談
も
あ
り
ま
す
（
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

休
日
労
働
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

平
日
に
相
談
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

休
日
労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

労
働
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
２
月
23
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場�

所　
新
潟
地
域
振
興
局
（
新
潟
市
中
央

区
川
岸
町
３
―
18
―
１
）

※ 

新
潟
放
送
（
Ｂ
Ｓ
Ｎ
）
隣
、
Ｊ
Ｒ
白
山

駅
か
ら
徒
歩
10
分

　

電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

面
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
な
る
べ
く

事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部
労
政
課

　

☎
０
２
５
―
２
３
１
―
８
１
７
１
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心配ごと相談日（２／15～３／15）
　生活のさまざまな心配ごとや困りごとを気軽に相談できる窓口を開設しています。お住まいの地区以外
での相談もできますので、ぜひご利用ください。相談は無料で、予約は不要です。直接、相談日にお越し
ください。秘密は守られます。
事業に関するお問い合わせ  社会福祉協議会本所 ☎８１－１１５５※ こちらの電話ではご相談は受付けておりません。
地区 相談日 時間 会場

両 津

２月23日㈰
３月  2日㈰
３月13日㈭

13:00 ～ 16:00
両津福祉センターしゃくなげ

３月  7日㈮ 18:00 ～ 20:00

相 川

２月16日㈰
２月22日㈯

9:00 ～ 12:00 ワイドブルーあいかわ
３月  3日㈪
３月10日㈪

佐 和 田 ２月27日㈭ 9:00 ～ 12:00 佐渡中央会館
金 井 ３月10日㈪ 9:00 ～ 12:00 金井デイサービスセンターしゃくなげの里
小 木 ３月  5日㈬ 13:30 ～ 16:30 小木多目的集会施設（あゆす会館）

公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課住宅係　☎０２５９‐６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】

Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
② 　収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者

のいる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯
などは214,000円）以下であること

③ 　収入月額が158,000円以上487,000円以下で
あること
�　　収入月額�＝��（合計所得額－各種控除額）　　　　　　　　　　　　　１２

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称 ( 所在階 ) 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃 ( 円 )

相川
栄町団地あやめ棟（3階） 1 ①② - H8 耐火構造 3 階建て 3DK 22,900 ～ 45,000
県営おりと団地(2階、3階) 2 ①② - S54 耐火構造 4 階建て 3DK 14,900 ～ 29,300
県営炭屋町団地(3階、4階) 3 ①② - S58 耐火構造 4 階建て 3DK 16,600 ～ 32,700

金井 木戸沢第3住宅（1階） 2 ①③ - H9 木造 2 階共同建て 3DK 53,000【定額】
羽茂 羽茂住宅 1 ② ○ H18 木造平屋一戸建て 2DK 17,400 ～ 34,200

赤泊
真浦団地1 1 ①② - H6 木造 2 階一戸建て 3LDK 23,500 ～ 46,200
真浦団地2 1 ①③ - H7 木造 2 階一戸建て 3LDK 38,000【定額】

■申込書類 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限 ２月 28 日㈮　午後５時
■入居予定 ３月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります。）
■注意事項 入居決定後、次のことが必要です。 
 ◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は１人）　◆敷金の納入：家賃の３か月分
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■
ト
キ
野
性
復
帰
Ｑ
＆
Ａ

Q　
自
然
界
に
放
鳥
さ
れ
た
ト
キ
は
、
現

在
何
羽
い
ま
す
か
？

A　

佐
渡
島
内
で
は
95
羽
、
富
山
県
黒
部

市
周
辺
で
１
羽
、
最
近
に
な
っ
て
、
昨
年

９
月
に
放
鳥
し
た
メ
ス
１
羽
が
新
潟
市
内

の
水
田
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q　
ト
キ
野
生
復
帰
の
目
標
は
、
60
羽
の

ト
キ
を
定
着
さ
せ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
島
内
に
95
羽
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
目
標
が
達
成
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
か
？

A　

自
然
界
に
い
る
ト
キ
の
数
は
目
標
の

60
羽
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
現
状
と
し

て
１
年
後
の
生
存
率
が
６
割
程
度
で
す
。

１
０
０
羽
い
て
も
１
年
後
に
は
60
羽
程
度

ま
で
減
っ
て
い
き
ま
す
。
逆
に
ふ
化
・
巣

立
ち
の
羽
数
は
、
一
昨
年
が
８
羽
、
昨
年

が
４
羽
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
自
然

界
に
お
い
て
減
っ
て
い
く
羽
数
以
上
に
ふ

化
・
巣
立
ち
の
羽
数
が
な
け
れ
ば
、
再
び

絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
界
で
安
定
的

な
繁
殖
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
は

じ
め
て
、
目
標
が
達
成
で
き
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
放
鳥
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
続
け
る
と
と
も
に
、
わ
た

し
た
ち
も
自
然
豊
か
な
佐
渡
の
環
境
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

株
式
会
社
佐
渡
汽
船
運
輸
様
は
、
平
成

21
年
か
ら
「
ト
キ
応
援
宅
配
便
」
の
売
上

の
一
部
を
毎
年
寄
付
さ
れ
、
今
回
で
寄
付

総
額
が
１
０
０
万
円
を
超
え
ま
し
た
。

　

こ
の
宅
配
便
を
通
じ
て
ト
キ
の
野
生
復

帰
を
応
援
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
佐
渡
の

特
産
品
で
あ
る
佐
渡
米
や
お
け
さ
柿
を
日

本
の
各
地
に
届
け
る
こ
と
で
佐
渡
の
宣
伝

に
も
一
役
買
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
し
た

ご
芳
志
は
、
ト
キ

の
野
生
復
帰
や
ト

キ
の
生
息
環
境
の

整
備
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

■
ト
キ
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

ト
キ
を
見
か
け
た
ら
ト
キ
交
流
会
館

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―
９
８
０

―
５
５
１
）
へ
お
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
情
報

が
重
要
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

　

室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

配
置
地
区　
小
倉
地
区

配
置
時
期　
平
成
25
年
１
月
21
日
着
任

　
　
　
　
　

 

同
年
４
月
か
ら
小
倉
で
活
動

開
始

出
身
地　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
聖
籠
町

佐
渡
市
・
配
置
地
区
の
印
象

　

佐
渡
に
来
る
前
の
印
象
は
、
海
岸
か
ら

見
え
る
海
の
向
こ
う
に
あ
る
近
い
け
ど
遠

い
島
と
い
う
印
象
で
し
た
。

　

住
ん
で
み
る
と
、
そ
こ
ま
で
新
潟
市
ま

で
距
離
が
あ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、

生
活
も
特
に
変
わ
っ
た
と
感
じ
ま
せ
ん
。

　

な
に
よ
り
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地

域
の
方
々
に
良
く
し
て
も
ら
い
、
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。

配
置
地
区
（
小
倉
地
区
）
で
の
活
動

　

ま
ず
は
、
地
区
内
の
お
家
を
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
地
区
の
行
事
や
お
祭
り
な
ど

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
倉
地
区
に
は
小
倉
千
枚
田
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
を
管
理
し
て
い
る
管
理
組
合
の

人
た
ち
と
一
緒
に
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

千
枚
田
の
作
業
は
、
１
年
を
通
し
て
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
日
々
の

水
管
理
や
畦
の
草
刈
り
な
ど
が
こ
ん
な
に

も
大
変
な
作
業
だ
と
知
り
ま
し
た
。
で
す

が
、
農
業
未
経
験
の
私
に
と
っ
て
一
つ
一

つ
の
作
業
は
ど
れ
も
魅
力
的
で
し
た
。

今
後
の
抱
負

　

小
倉
地
区
で
活
動
を
始
め
て
か
ら
１
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
地
域
の
み
な
さ
ん
に
関
わ
る
活

動
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
日
々
考
え

な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

し
、
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
市
役
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
111

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

渡
わた

邉
なべ

　琢
た く ま

磨さん
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弁
天
崎
は
、
相
川
市
街
地
北
西
部
の
下
相
川
に

あ
る
岬
で
す
。
初
め
は
富
崎
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
弁
才
天
の
祠
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
う
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
、
相
川
の
町
並
み
や
遠
く
春
日
崎
を

一
望
で
き
る
こ
と
か
ら
、
相
川
八
景
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
、
海
の
穏
や
か
な
時
期
に
は
、
「
浜
ゆ
さ

ん
」
と
称
し
て
、
水
金
町
の
遊
女
ら
と
舟
遊
び
を

楽
し
む
人
々
が
多
く
繰
り
出
し
ま
し
た
。
た
だ
、

季
節
風
が
厳
し
く
、
「
北
海
も
と
よ
り
波
も
は
し

た
な
く
富
崎
の
岩
を
う
か
ち
吹
き
添
え
た
る
山
嵐

の
烈は
げ

し
さ
誠
に
此
の
国
の
八
景
と
も
い
ひ
つ
べ

く
」
と
し
て
、

　

打
ち
よ
せ
て　

お
の
れ
く
た
く
る
浪
の
音ね

に　

添
へ
て
烈
し
き
夕
嵐
か
な　

富
崎
晴
嵐
（
『
佐
渡

相
川
志
』
）
と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

近
代
に
な
っ
て
も
景
勝
地
と
し
て
有
名
で
、
昭

和
９
（
１
９
３
４
）
年
、
相
川
北
部
市
街
地
の
有

志
ら
が
「
湘
北
相
川
会
」
を
発
足
さ
せ
、
佐
渡
鉱

山
の
協
力
を
得
て
、
弁
天
崎
か
ら
千
畳
敷
に
「
観

月
橋
」
を
架
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
千
畳
敷
か
ら

尖
閣
湾
へ
の
遊
覧
船
も
発
着
し
て
お
り
、
大
い
に

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
を
訪
れ
た
佐
渡
出

身
の
文
芸
評
論
家 

青
野
季
吉
は
、
「
海
中
の
豪

華
な
飛
び
座
敷
の
よ
う
な
、
得
が
た
い
海
景
」
と
、

昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年
に
著
し
た
『
佐
渡
』
で

評
し
て
い
ま
す
。

◆ 

市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課 

（
金
井
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
） 

☎
63
―
５
１
３
６

絵
図
か
ら
見
え
る
こ
と
⑻　

―
下
相
川
弁
天
崎
（
富
崎
）
―

「
高
く
買
い
取
る
」
な
ど
と
言
っ
て
契
約

さ
せ
よ
う
と
す
る
「
買
え
買
え
詐
欺
」
に

お
い
て
、
最
近
で
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
購

入
を
持
ち
か
け
る
ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

具
体
例

　
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い
な
い
か
」

「
あ
な
た
し
か
買
え
な
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

だ
」「
後
で
買
い
取
る
の
で
、
代
わ
り
に

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
購
入
し
て
欲
し
い
」
と

勧
誘
し
、
宅
配
便
で
代
金
を
送
る
よ
う
に

指
示
さ
れ
た
。
送
金
後
、
業
者
と
は
連
絡

が
取
れ
な
く
な
り
、
お
金
も
返
っ
て
こ
な

い
。

ア
ド
バ
イ
ス

・ 

買
え
買
え
詐
欺
で
実
際
に
買
い
取
り
が

行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
は
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

・ 「
代
わ
り
に
買
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

持
ち
か
け
て
く
る
勧
誘
の
電
話
は
、
す

ぐ
に
切
り
ま
し
ょ
う

・ 

留
守
番
電
話
機
能
を
利
用
し
て
、か
か
っ

て
き
た
電
話
に
は
出
ず
、
必
要
に
応
じ

て
か
け
な
お
す
よ
う
に
す
る
方
法
も
有

効
で
す
。

・ 

業
者
と
や
り
と
り
し
て
も
、
絶
対
に
お

金
を
払
わ
ず
に
周
囲
の
人
や
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

心
配
な
と
き
は
、
早
め
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

生活情報
　　さど

『天保年間相川年中行事』から
「三月　千畳敷　浜ゆさん」

「佐州相川略図　八景此中ニアリ」から
弁天崎（富崎）を拡大したところ

「
あ
や
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

被
害
に
あ
っ
た
人
の
９
割
は
高
齢
者

　
　
　
　
　
買
え
買
え
詐
欺
に
ご
注
意
！

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
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佐
渡
市
立
小
木
中
学
校

　

美
し
き
小
木
の
港
を
見
晴
る
か
す
桜

が
丘
。そ
の
丘
に
凛
と
建
つ
小
木
中
学
校

は
、今
年
度
末
で
静
か
に
そ
の
歴
史
を
閉

じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
地
に
教
育

の
灯
が
燈
っ
て
か
ら
67
年
、今
年
度
末
で

５
３
１
６
人
の
卒
業
生
が
巣
立
ち
ま
す
。

　

現
在
、生
徒
数
は
79
人
と
少
人
数
で

す
が
、そ
の
分
、全
校
体
制
で
行
う
教
育

活
動
が
充
実
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域

と
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
の
中
で
、小

木
中
生
は
地
域
の
大
人
の
背
中
を
見
て

成
長
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
が
学
ぶ
校
舎
は
、建
築
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
も
あ
る
美
し
い
建
築

物
で
す
。教
室
に
向
か
う
廊
下
に
は
、50

年
程
前
の

先
輩
が
作

成
し
各
種

大
会
で
全
国

一
位
と
し
て

表
彰
さ
れ

た
、
畳
一
畳

分
も
あ
る

大
版
画
が

展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。躍

動
感
あ
る
小

木
中
生
の
様

子
や
風
光
明

媚
な
小
木
の

情
景
が
描
か

れ
た
こ
の
大

版
画
は
、
小

木
中
生
の
誇

り
で
あ
り
、卒

業
生
の
心
の

原
風
景
で
す
。

　

今
年
度
で
10
年
目
を
迎
え
た「
宿
根

木
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」も
、小

木
中
生
の
原
風
景
と
な
る
べ
き
活
動
で

す
。夏
休
み
の
土
日
に
行
い
ま
す
が
、観

光
客
の
多
い
日
は
、半
日
で
６
回
も
案
内

す
る
生
徒
も
い
ま
す
。厳
し
い
暑
さ
で
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
、生
徒
は
笑
顔
を
絶

や
し
ま
せ
ん
。案
内
を
終
え
た
観
光
客
が

出
発
す
る
場
面
で
、名
残
を
惜
し
む
か
の

よ
う
に
手
を
振
り
見
送
る
そ
の
表
情
は
、

満
足
感
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
小
木
中
学
校
は

羽
茂
中
学
校
と
統
合
し
、南
佐
渡
中
学

校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。小
木
中
生

の
皆
さ
ん
が
、小
木
中
で
学
ん
だ
こ
と
、

地
域
の
方
の
ご
支
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
糧
に
、新
し
い
仲
間
と
の
友
情
を
深
め
、

南
佐
渡
中
学
校
の
新
し
い
伝
統
と
歴
史

を
築
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
両
津
支
所
内
）☎
23
―
４
８
９
８

岩い
わ
屋や

洞ど
う
窟く
つ
⑴
― 

海
食
洞
・
縄
文
文
化
・
霊
場 

―

　

小
木
半
島
の
宿
根
木
に
あ
る
岩
屋
洞
窟

は
、波
の
作
用
で
浸
食
を
受
け
た
洞
窟
で
す
。

現
在
海
か
ら
は
離
れ
、し
か
も
長
い
石
段
を

の
ぼ
り
つ
め
た
、標
高
約
70
ｍ
の
場
所
に
あ

る
の
で
、波
に
洗
わ
れ
た
と
い
う
感
覚
が
持

ち
に
く
い
場
所
で
す
が
、小
木
半
島
が
長
い

間
に
持
ち
上
が
り
、お
よ
そ
８
万
年
前
に
今

の
状
態
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
洞
窟

で
約
８
千
年

前
に
縄
文
時

代
（
早
期
）の

人
々
が
生
活

を
し
て
い
た
こ

と
が
、昭
和
42

年
か
ら
行
わ

れ
た
発
掘
調

査
で
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、佐
渡
で
発
見
さ
れ

て
い
る
縄
文
遺
跡
の
中
で
最
も
古
い
も
の
で
、

佐
渡
に
人
が
住
み
始
め
た
頃
の
遺
跡
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、こ
の
洞
窟
は
信
仰
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
し
た
。洞
窟
の
中
に
は
約
１
千

年
前
に
刻
ま
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
古
い
３

体
を
含
め
、８
体
の
摩ま

崖が
い

仏ぶ
つ

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、た
く
さ
ん
の
お
地
蔵
様
や
、表

情
豊
か
な
観
音
様
が
並
ん
で
い
ま
す
。お
地

蔵
様
の
上

段
に
は
、中

国
風
の
冠

を
着
け
た

厳
し
い
表

情
の
仏
像

が
並
ん
で
い

ま
す
。こ
れ

は
、人
が
亡

く
な
っ
た
後
、

７
日
ご
と

に
生
前
の
行
動
に
つ
い
て
裁
判
を
行
う
と
い

わ
れ
て
い
る「
十
じ
ゅ
う

王お
う

」像
で
、閻
魔
大
王
が
そ

の
代
表
で
す
。石
仏
の
十
王
と
し
て
は
、佐
渡

で
は
珍
し
い
仏
像
で
す
。現
在
も
宿
根
木
地

域
の
人
々
に
よ
り
、毎
月
念
仏
が
こ
こ
で
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
岩
屋
洞
窟
は
、自
然
の
力
で

作
ら
れ
た
洞
窟
に
、大
昔
の
人
々
が
住
み
着

き
、や
が
て
信
仰
の
場
所
と
し
て
現
代
に
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。大
地
の
成
立
ち
と
人

の
生
活
や
文
化
を
結
ぶ
ス
ト
ー
リ
ー
を
も

つ
場
所
と
し
て
、貴
重
な
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク

　

推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

　

☎
23
―
２
１
０
１

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㉞

小木中学校

宿根木観光ボランティアガイド

岩屋洞窟

石仏
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　各図書館・図書室では、下記の期間中、蔵書点検を実施します。
　作業期間中は休館となりますので、利用者の皆さまには大変ご迷
惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
※ 期間中の本の返却は、「返却ボックス」または開館中の図書館・図書室へお

願いします。

蔵書点検期間
○中央図書館、さわた図書館
　　２月 17 日㈪～２月 24 日㈪
○新穂図書室、畑野図書室、羽茂図書室、赤泊図書室
　　２月 17 日㈪～２月 21 日㈮
○真野図書館、小木図書館、両津図書館
　　２月 24 日㈪～３月３日㈪
○相川図書室
　　２月 24 日㈪～２月 28 日㈮

２月、３月も開館日・開館時間
の試験実施を続けます
○真野図書館
・ 火曜日から金曜日まで、午後６

時まで開館
・ 土曜日と日曜日は午後５時まで

開館
・月曜日、祝日は休館

○相川図書室・赤泊図書室
・ 土曜日と日曜日も午前９時から

午後５時まで開館（日直職員に
よる貸し出し）

・祝日は休館

下
げ
紙
づ
く
り
に
挑
戦
（
寿
大
学
・
金
井
地
区
）

　

12
月
17
日
、金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、金

井
地
区
在
住
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た「
寿
大
学
」

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。７
回
目
と
な
る
今
回
は

「
下
げ
紙
づ
く
り
」
を

行
い
ま
し
た
。受
講
生

32
人
が
参
加
し
、約
２

時
間
か
け
て
慣
れ
な
い

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
を
使
い

な
が
ら
も
、丁
寧
に
干

支
の
馬
や
大
黒
様
な
ど

を
作
り
、楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

心
を
合
わ
せ
て
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ 

　
　

第
２
回
お
お
な
わ
と
び
大
会
開
催

　

12
月
７
日
、
両
津
総
合
体
育
館
で
第
２
回
お
お

な
わ
と
び
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
佐
渡

市
子
ど
も
会
連

絡
協
議
会
と
の
共

催
に
よ
る
も
の
で
、

子
ど
も
の
交
流
と

団
結
を
深
め
、
活

動
を
通
し
て
仲
間

と
同
じ
目
標
に
向

か
っ
て
達
成
す
る

喜
び
や
、
体
力
作

り
を
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
地
区
子
ど
も
会
か
ら
だ
け
で
な
く
、

ク
ラ
ス
や
気
の
合
う
仲
間
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で
11

チ
ー
ム
１
４
８
人
の
幅
広
い
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
揃
い
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
身
に
つ
け
、

一
生
懸
命
声
を
掛
け
合
い
全
力
で
ジ
ャ
ン
プ
を
し
て

い
ま
し
た
。
会
場
は
力
強
い
声
援
を
送
る
保
護
者

や
子
ど
も
た
ち
に
熱
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
先
生

の
姿
も
あ
り
、
保
護
者
チ
ー
ム
の
参
戦
も
あ
る
な

ど
非
常
に
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
八
幡
小
学
校
６
年
生
の
絆
チ
ー

ム
が
総
合
優
勝
と
な
り
、
こ
の
大
会
を
通
じ
て
、

参
加
し
た
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
大
切
さ
や
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と
の
絆
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
１
位　

八
幡
小
学
校
６
年
生
の
絆（佐

和
田
地
区
）

第
２
位　

浜
―
＇
Ｓ
（
両
津
地
区
）

第
３
位　

七
浦
・
清
春
一
家
（
相
川
地
区
）

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

蔵書点検のため
　　　休館します

初出場で総合優勝を飾った
八幡小学校６年生の絆チーム

中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK
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アイランダー2013開催される
　去る11月23日㈯、24日㈰の２日間、池袋のサンシャインシ
ティにおいて、全国の島々が集まる祭典「アイランダー2013」が
開催されました。
　今回は「Let's島活！見つけよう私の島」をテーマに、ＵＩター
ンに結びつく情報発信に力を入れ、佐渡から地域おこし協力隊
員２人が「島活相談員」として参加し、島での暮らし等を紹介し
ました。
　佐渡島ブースでは、水産物、水産加工品、乳製品などの物販の
ほか、金の延べ棒のつかみ取りや砂金取り体験などが大人気で
連日長い行列ができ、好評
でした。
　ステージでは、若浪会の
皆さまによる佐渡民謡や畑
野・寺田地区の鬼太鼓が会
場を盛り上げました。
　なお、２日間の入場者
数は約13,000人で、注目の

「印象の良かった島」会場
アンケートでは第１位を獲得しました。たくさんの佐渡出身者に
もご来場いただき、おかげさまで今年も成功裡に終了しました。

（文責：佐渡市東京事務所駐在員　小路　徹）

金の延棒のつかみ取り

首都圏情報コーナー寄付のお礼
　当市にご寄付をいただき、お礼申
し上げます。

○物品
　洗濯機１台、ＣＤラジオカセットレ
コーダー１台、ＤＶＤプレーヤー１台、
ストップウォッチ１台、走り高跳び用ク
ロスバー１本、マーチングシンバル２枚、
レーザーストラップ１本、レーザーパッ
ト１枚、サッカーボール６個

　二宮小学校の教育環境整備のため 
　　佐渡市立二宮小学校ＰＴＡ 
　　　会長　山内　三信　様

○住所氏名のみ記載
　昭和 32 年 3 月小木中学校卒業生 
　　　金子　栄一　様（横浜市）

司法書士による無料法律相談
★ 面談方式です。事前にご予約くだ

さい。
日時　2月24日㈪～28日㈮
　　　午後１時～５時
場所　市内の各司法書士事務所
・土地や建物の売買、贈与、相続、

担保権の設定等の手続き
・会社・法人の設立、変更等の登記

問題
・金銭の貸し借り、借地・借家等の

トラブルの申し立て
・多重債務者の調停、訴訟、自己破

産等による救済の申し立て
・訪問販売の解約、保証人、隣地間

のもめ事等の手続き
・家庭内の人間関係と結婚、離婚、

内縁等の問題の手続き
・遺言の方法と相続手続き
・高齢者の今後の財産管理等（生前

贈与・遺言・負担付遺贈・死因贈
与・信託・財産管理委任契約等の
手続き）

　その他、お気軽にご相談ください。
お問い合わせ
司法書士会佐渡支部☎５５－３１１７

（平日・午前９時～午後５時）

ホストファミリー募集！
～外国の友だちづくりにチャレンジ！～
　早稲田大学国際コミュニティーセンターでは、毎年「早稲
田大学留学生地方体験プログラム」を実施しています。当プ
ログラムは、都会から離れた自然豊かな地方での日常生活を
体験することを目的としています。
　留学生を受入れていただけるホストファミリーを募集しま
す。ぜひこの機会に「異文化の人と交流をしてみたい」とい
う気持ちで、外国の友だちづくりに挑戦してみてください。
期　　間　３月21日㈮～３月24日㈪朝【３泊４日】
参 加 者　早稲田大学留学生 ５人
　　　　　（５組のホストファミリーを募集します。）
申 込 み　 ２月28日㈮までに市役所観光振興課国際観光係ま

でご連絡ください。なお、定員に達し次第締め切
りとさせていただきます。

注意事項　 滞在に係る経費は、無償にて受入れをお願いしま
す。

お申し込み・お問い合わせ
　市役所観光振興課　国際観光係　☎６３－５１１６
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 12.13〜 1.9 届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 加茂歌代 池　野　由美子 58 12.12
　〃 羽吉 渡　邉　清　枝 93 12.13
　〃 潟端 甲　斐　豊二郎 88 12.15
　〃 長江 小　坂　リ　ウ 101 12.16
　〃 両津夷 市　橋　和　彦 66 12.16
　〃 長江 小　坂　ミ　サ 82 12.19
　〃 河崎 松　木　清　美 80 12.21
　〃 両津湊 椎　野　熊　吉 101 12.21
　〃 加茂歌代 宮　川　雅　子 87 12.22
　〃 椿 中　川　公　子 83 12.22
　〃 両津夷 石　塚　仁　一 90 12.22
　〃 両津福浦二丁目 本　間　キ　ヌ 75 12.23
　〃 赤玉 東　　　秀　雄 88 12.24
　〃 河崎 小　池　コ　ト 95 12.25
　〃 下久知 小　林　　　孝 82 12.26
　〃 両津湊 北　　　悦　夫 80 12.26
　〃 梅津 福　嶋　和　文 82 12.27
　〃 北小浦 山　本　正一郎 88 12.27
　〃 椿 安　田　良　一 86 12.27
　〃 梅津 祝　　　　　護 66 12.28
　〃 春日 澁　谷　鶴　雄 82 12.29
　〃 両津夷 川　上　チヨノ 90 12.29
　〃 赤玉 濱　﨑　チヨノ 93 12.31
　〃 春日 阿　部　章　二 80 1.  1
　〃 両津湊 齋　藤　一　枝 66 1.  2
　〃 両津湊 岩　﨑　ツ　ヤ 92 1.  2
　〃 下久知 後　藤　タズヱ 83 1.  5
　〃 下久知 安　藤　辰　夫 84 1.  5
　〃 長江 伊　藤　菊　枝 78 1.  6
　〃 羽二生 親　松　長　作 97 1.  7
　〃 両津湊 山　口　慶　治 82 1.  7
　〃 両津湊 尾　潟　章　一 74 1.  7
相　川 相川上京町 金　子　テ　イ 96 12.17
　〃 相川四町目 和　田　邦　昭 64 12.20
　〃 小田 梶　井　陽　一 84 12.24
　〃 二見 髙　津　幸　子 80 12.26
　〃 後尾 渡　邊　一　夫 84 12.30
　〃 入川 池　田　ミ　ヱ 92 1.  5
　〃 五十浦 濱　田　一　雄 85 1.  7

佐和田 沢根町 鴻　野　フ　ミ 94 12.18
　〃 河原田諏訪町 加　藤　日出男 64 12.28
　〃 河原田本町 平　内　フサ子 97 1.  1
　〃 上長木 齊　藤　清　湖 72 1.  2
　〃 沢根炭屋町 加　藤　　　亘 88 1.  2
　〃 沢根 本　間　初太郎 79 1.  7
金　井 金井新保 仲　川　一　雄 95 12.12
　〃 金井新保 寺澤　弥右エ門 95 12.17
　〃 泉 小　林　仁　一 94 12.22
新　穂 新穂瓜生屋 石　川　富　子 83 12.17
　〃 新穂北方 仲　野　善　一 86 12.29
　〃 下新穂 仲　道　清一郎 83 1.  2
　〃 新穂潟上 池　田　　　稔 76 1.  5
畑　野 畑野 駒　形　良　子 90 12.13
　〃 寺田 小　田　二　三 87 12.24
　〃 宮川 笹　川　道　行 84 12.25
　〃 畑野 石　田　愛　一 76 12.27
　〃 畑野 渡　邉　チ　ヅ 102 12.29
真　野 背合 野　口　　　一 85 12.20
　〃 西三川 佐々木　秋太郎 92 12.23
　〃 西三川 山　本　與五郎 85 12.25
　〃 真野新町 島　倉　俊　二 81 12.26
　〃 真野新町 佐々木　ノ　ブ 88 1.  2
小　木 犬神平 中　川　ケ　イ 98 12.28
　〃 小木町 八　木　ア　ヤ 77 1.  3
　〃 琴浦 中　川　万　一 80 1.  6
　〃 琴浦 髙　橋　　　治 93 1.  6
　〃 小木町 佐々木　ニヨシ 89 1.  7
羽　茂 羽茂本郷 中　川　キ　ヨ 91 12.19
　〃 羽茂三瀬 福　永　𠮷　太 95 12.22
　〃 羽茂本郷 島　根　幹三郎 78 12.22
　〃 羽茂大石 古　屋　ミ　ヨ 98 12.29
　〃 羽茂大石 桐　木　武　雄 85 1.  5
　〃 羽茂大石 海老澤　義　一 97 1.  5
赤　泊 莚場 唐　木　貫　市 85 12.21
　〃 徳和 古　川　フ　ヂ 93 12.24
　〃 南新保 中　川　美　登 84 12.29
　〃 赤泊 中　川　ユ　キ 100 12.30
　〃 杉野浦 佐々木　明　彦 47 12.31

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 羽吉 竹　本　渚　央 力 12.  7
　〃 両津夷 榎　　　悠　人 秀人 12.  9
　〃 秋津 谷　口　湊　太 洋平 12.16
　〃 両津湊 曽　我　心　奏 敦 12.29
　〃 春日 齋　藤　結　月 威 1.  2
　〃 原黒 藤　井　大　志 欣人 1.  2
相　川 北田野浦 相　𠩤　花　風 学 12.26
　〃 二見 橋　本　　　空 健二 1.  3
佐和田 東大通 川　下　冬　真 直之 12.13
　〃 窪田 中　田　麻　央 浩司 12.21
　〃 河原田本町 髙　野　莉　緒 司 12.24
　〃 東大通 新　田　大　樹 寿 12.27
　〃 八幡 澤　田　彬太郎 大悟 12.27
金　井 千種 白　瀬　愛　心 千尋 12.11

金　井 泉 平　野　叶　夢 善寛 12.17
　〃 中興 市　橋　悠　佑 一之 12.29
畑　野 畑野 小　田　花　奈 基勝 12.  9
　〃 宮川 岩　崎　　　楓 烈士 12.22
　〃 栗野江 仲　川　愛　琉 工 12.31
真　野 名古屋 佐々木　　　祥 佑輔 12.  9
　〃 吉岡 髙　野　柚　愛 翔吾 12.11
　〃 真野新町 山　本　樺　夢 真吾 12.14
　〃 豊田 本　間　凛　心 久貴 12.28
　〃 滝脇 髙　野　零　士 誠 1.  6
羽　茂 羽茂本郷 関　口　莉　未 洋平 12.  6
　〃 羽茂本郷 中　原　悠　翔 知宏 12.27
小　木 井坪 笠　井　ゆき穂 章宏 12.16
赤　泊 徳和 坂　井　結　衣 寛 1.  3

（なお）
（はるひと）
（そうた）
（このか）
（ゆづき）
（たいし）
（はなか）
（そら）
（とうま）
（まお）
（りお）
（ひろき）
（りんたろう）
（あいら）

（かなむ）
（ゆうすけ）
（はな）
（かえで）
（あいる）
（しょう）
（ゆずあ）
（かのん）
（りこ）
（れいじ）
（れみ）
（ゆうと）
（ゆきほ）
（ゆい）



23

ブロッコリー

●材料（1人分）
ブロッコリー：20g、しめじ：15g、にんじん：3g、厚揚げ：25g、
Ⓐ 白すりごま：大さじ1/4、マヨネーズ：大さじ1/2、砂糖：小

さじ1/4、しょうゆ：大さじ1/4

●作り方
①しめじとブロッコリーは小房に分ける。にんじんは短

冊切りにする。それぞれゆでて冷ます。
②厚揚げはゆでて、手でほぐす。
③Ⓐを合わせ、①と②を和える。

朝食メニュー
●ごはん（佐渡産）●きのことブロッコリー（佐渡産）
の白和え●鮭のねぎ蒸し●かみなり汁●キウイフルー
ツ（佐渡産）
　平成25年度の地区学習会で減塩メニューとして紹介
しています。

　 学 校 給 食では、食 育の 推 進
と地場産物の使用拡大を目指し
『地産地消』に取り組んでいます。
この日の河原田小学校の給食の佐渡産食材は、朱鷺認証米、牛乳、
ねぎ、人参、白菜でした。
　河原田小学校は、佐和田学校給食センターから給食が配送され
ます。この日の献立は、新年を迎えたばかりということで、お正月を
祝う「松竹梅献立」でした。献立の中には、松・竹・梅に関係する食
べ物が使われました。
　給食委員会から、「松竹梅献立」について給食一口メモが紹介さ
れ、子どもたちは松・竹・梅がどの食べ物なのか考えながら食べてい
る様子でした。
　河原田小学校では、異学年交流給食を実施しており、２階のラン
チルームでは１・３・５年生、３階のランチルームでは２・４・６年生が
給食を食べています。１月は全国学校給食週間が実施され、河原田
小学校でもさまざまな取組が行われました。給食委員会の児童が
給食の歴史に関する劇を
行ったり、給食にかかわっ
ている方への感謝の手紙
を書いたりするなど、給食
についてより理解と関心を
深めた一週間になりました。

給食の様子

ごはん、梅ふりかけ、牛乳、竹輪の磯
辺あげ、小松菜のおひたし、白玉雑
煮、みかん

　ブロッコリーは、
佐渡島内では耕作地
そのものが少なく、
出 荷 量 も 少 な め と
なっています。
　中川さんは借りた
畑で、農協の勧めで
昨 年 か ら ブ ロ ッ コ
リーの栽培を始めた
そうです。最初に種
まきしたものは害虫
の被害を受け、また、雑草は数日で伸びてしまうそうで、「畑
は簡単ではない。虫と病気と雑草との戦いだ」とおっしゃっ
ていました。目標は出荷できるブロッコリーを収穫すること。
また、今後は菊なども栽培してみたいとのことでした。
　まだ試行錯誤中の中川さん、「畑のことは、近くの畑で実
際に作っているばあちゃんに聞くのが一番だ」と笑顔でおっ
しゃっていました。

ブロッコリー栽培
中川　洋一さん（相川大浦）

食育 元気
笑顔まるごと！
シリーズ

簡単！朝食レシピ きのことブロッ
コリーの白和え

河原田小学校
�

とれたて！

旬の仕事人
〜地産地消で佐渡を元氣にしよう！〜

イチオシ
学校給食
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市の面積　855.34㎢（平成24年10月1日）　市の海岸線280.5km（平成23年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、観光
イベント情報、くらしの情報、島外イベント情報
アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを送る
と、仮受付メールが返信されますので、案内にし
たがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず

「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ�市役所地域振興課（情報政策係）�☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
さどチャン　佐渡市情報番組	 毎週月～金曜日　17：00放送
　　　　　（再放送）19：30、21：00、22：00、23：00、翌日6：30
週末特別番組　毎週土・日曜日　8：00、15：00、22：00放送
　島内で開催された講演会や発表会などの模様を放送します。
＊＊お知らせ＊＊　CNSテレビでは、デジタル放送をアナログ放送に変
え、アナログテレビでも視聴できるデジタル変換放送を行っています。
デジタル変換放送は平成27年3月末で終了しますので、デジタル対応
テレビ等のご準備はお早めにお願いします。
お問い合わせ先
　佐渡市情報センター室（真野行政サービスセンター内）☎51-2030

「人権の花」運動 ～大きな花が咲きました～

小学校で「人権教室」を開く ～人権冊子『種をまこう』を活用して～

　佐渡人権啓発活動地域ネットワーク協議会（佐渡市・新潟地方法務局佐渡支局・佐渡人権擁護委員協議会）
では、保育園・幼稚園・小学生のみなさんがお互いに協力し花を育てることを通して情操を豊かにし、人権
思想の理解を体得してもらうことを目的とした「人権の花」運動を実施しています。
　「人権の花」をいっぱい咲かせてくれた保育園・幼稚園・小学校のみなさんありがとうございました。

  平成 25 年度「人権の花」運動に取り組んだ保育園・幼稚園・小学校
相川保育園、あいかわ幼稚園、さわた幼稚園、小木幼稚園、加茂小学校、七浦小学校、高千小学校、
河原田小学校、金井小学校、真野小学校

　今年度、新潟地方法務局と佐渡人権擁護委員協議会では、市内小学校８か校を訪問し「人権教室」を開き
ました。委員が思いをこめた人権メッセージを『種をまこう』の読み聞かせや紙芝居などを通して、子ども
たちの心に届けてきました。

  平成 25 年度「人権教室」実施小学校
二宮小学校、行谷小学校、畑野小学校、松ヶ崎小学校、羽茂小学校、前浜小学校、両尾小学校、内海府小学校


